
春季特別展「くらべてみよう！縄文
のくらしと弥生のくらし」を開催
出土品等から縄文時代と弥生時代の
生活を比較し、共通点や相違点を探り
ます。
6月28日㊐まで9時30分～17時

県立考古博物館
一般500円、大学生400円、70歳以

上250円、高校生以下無料
同館
079-437-5589
079-437-5599

「かこむ」の催し

シニア交流サロン
気軽におしゃべりを楽しめます。趣味

や地域活動の仲間づくりの場として
も。無料。
第2・4月曜（祝休日の場合は翌平

日）10時30分～12時
本のバトンタッチ会
不要になった本を必要な人へリレー。
持参本1冊につき、好きな本1冊と交
換できます。無料。
第2火曜10時30分～12時

読もうかい（会）!?
図書コーナーにある本を読んだ後、感
想を語り合います。無料。
本が好きな人
第4金曜10時30分～11時30分
かこむ（県加古川総合庁舎1階）
079-421-1136
079-421-1148

気象庁のデータ（1976年～2025年）によ
ると、近年の大雨発生件数は1980年ごろ
の2倍近くに増えています。
●1時間降水量80mm以上…約1.8倍
●3時間降水量150mm以上…約1.8倍
●日降水量300mm以上…約1.9倍

水害から暮らしを守る

な す対策

ためる対策

そなえる対策

総合治水
近年、大雨の発生件数が増えています。
東播磨地域では浸水被害等を未然に防
ぐため、河川や下水道を整備するながす
対策、ため池やグラウンドに雨水を一時
的に貯留するためる対策、浸水が発生し
ても被害を軽減するそなえる対策を組み
合わせた総合治水を進めています。

加古川土木事務所企画調整担当 079-421-9183 079-421-0072

川底の掘削や川幅の拡大などにより、水が流れる面積を大きくすることで氾濫の防止につなげます。

ため池や学校のグラウンド、
貯水タンク等に雨水を一時
的に貯留することで、川の水
が一気に下流へ流れないよ
うにします。

明石市の清水川では500mにわたる拡幅工事を進めています。

グラウンド全体を小さな堤で囲み、雨水をためら
れるようにしています。※写真は高砂市立阿弥
陀小学校

一部のため池では洪水吐（こ
うずいばき）にスリット（切り
欠き）を設け、大雨時の流出
量を調節しています。※写真
は加古大池（稲美町）

「兵庫県CGハザードマップ（自然災害対策情報ポータルサイ
ト）」では洪水・内水、土砂災害、高潮、津波における被害予測を
地図上に表示します。日頃から自宅や職場、学校がある地域の
災害リスクを把握しておき、いざというときに備えましょう。

川やダムのライブカメ
ラの映像を確認でき
ます。交通機関のホ
ームページにアクセス
できるリンク集も。

県内で発生した自然
災害の記録を掲載。
防災学習に活用でき
ます。

スリット

川幅を約1.7倍に

広
告
掲
載
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ウ
ィッ
ト

0
7
2
－
6
6
8
－
3
2
7
5
ま
で

2026（令和8）年6月号

播
磨

東播磨版の
問い合わせは 079‐421‐9260 079‐424‐6616

明石市・加古川市・高砂市・稲美町・播磨町

東播磨県民局からの
東播磨県民局総務企画室総務防災課へ
〒675-8566 加古川市加古川町寺家町天神木97-1

困ったとき、
まずは［さわやか県民相談］へ

平日（祝日等を除く）9時〜17時30分

携帯電話からは 079-421-1101
0120-26-7
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